
地域計画（モデル地区）の取組状況（令和６年11月末時点）

地域の現状と課題 将来の地域農業の方向性

・喜界町は北緯28度20分、東経130度00分
の地点にあって、鹿児島市から南に380km、
 奄美市から東に69kmの洋上に位置。
・旧阿伝小校区は町の東側に位置し、基盤整
 備が行われた畑地でさとうきびやを飼料作物を
 中心とした生産が行われている。

・基幹作物であるサトウキビの生産安定を基本として、野菜・果樹といった農
作物の産地拡大を図るとともに、収益性の高い
新規作物の導入を目標とする。
・阿伝集落は認定農業者５名、基本構想水
準到達者２名に、花良治集落は認定農業者
３名、認定新規就農者１名に集約化を進め
つつ、原則として地域内より希望する認定農業
者や新規認定就農者を受入れ、さらに農業を
担う者を募り地域全体で利用する

協議を進める過程で発生した課題 取組経緯（課題への対応）及び今後の予定

・目標地図の素案の作成（意向調査におけ
る調査項目、素案としてどこまで作り込むか
 等）
・協議の場の開催に係る周知のやり方
・協議の場の回し方及び参集範囲
・協議の場における意見集約（農業者から
の意見の引き出し方）

・区域内の耕作状況等から現状地図が目標地図となること見込まれたため、
負担は大きくなかった。
・地域計画案（文面部分）は、実質化した人・農地プランから転記。
・目標地図の素案は、農委が行ったアンケートや耕作者への個別訪問結果を踏まえ、
現状を航空写真及び地形図に落とし込む形で作成。
・地区がコンパクトで日ごろからまとまっていたことから、地域への根回し等は行わずに
協議の場をセット。
・協議の場の開催は、町のホームページと農委巡回で関係者に周知（関係者から
さらに声掛け）。協議の場には農業者、製糖工場関係者、町、農委、県、
農政局及び県拠点が参加。
・協議の場では、町が作成した地域計画案（文面部分）の説明と、目標地図の
素案を使って、農委が把握できなかった農地の受け手を確認。
・地域計画案の策定では、地域で十分な合意が得られたため、公告前の住民説
明会は行わない予定。
・町は、さとうきびの植付がはじまるR5.11月末までには、モデル地区を含めた町内
全９地区の地域計画の策定を終えたい考え。（12月13日全９地区終了）
・令和６年３月に地域計画策定

農業を担う者数
（うち担い手）

５５経営体
（２１経営体）

農地面積
（うち農振農用地）

１２２ｈａ
（１０６ｈａ）

主な農畜産物
サトウキビ・飼料

作物

農業地域類型 平地農業地域 遊休農地 －ｈａ
現状の集積率
（目標）

６７．５％
（７８．３％）

農業を担う者を募り地域全体で集約化を進める 鹿児島県喜界町旧阿伝小校区地区

市町村
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目標地図の素案（航空写真）

目標地図案（凡例抜き）
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